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スプライシングの変化，及び micro RNA の発現を，マ
イクロアレイシステムを用い網羅的に解析した。さらに，
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２．左室肥大診断のための Cornell voltage 基準補正値の
検討







例の心電図について Cornell voltage 基準の妥当性を検討
し，日本人正常値に基づいた Cornell volage の補正基準
値を設定した。
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タミン D 合成酵素 CYP２７b１の甲状腺ホルモンによる発
現調節機構について解析した。
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【背景】ヒト脂肪由来幹細胞 human adipose tissue
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ニズムとして TLR４および PTH を介した腎でのリン再
吸収を担う NaPi 発現の低下そして尿中リン排泄率の上
昇が生じることが示唆された。今後さらに詳細な解析を
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純 CT で大動脈弓部に４cm 大の瘤を認めた。BUN４２．５，
















日浅 芳一，三並 智子，矢野 勇大，米田 浩平，
村上 尚嗣，溝邉 倫子，當別當洋平，中川 貴文，
陳 博敏，宮崎晋一郎，馬原啓太郎，小倉 理代，
宮島 等，弓場健一郎，高橋 健文，細川 忍，



























岡本 耕一，有田加奈子，岸 久美子，中村 文香，
三好 人正，井上 篤，矢野 弘美，北村 晋志，
木村 哲夫，竹内 尚，仁木美也子，梶 雅子，




































北村 晋志，岡本 耕一，有田加奈子，岸 久美子，
中村 文香，三好 人正，井上 篤，矢野 弘美，
木村 哲夫，竹内 尚，仁木美也子，梶 雅子，
































日浅 芳一，小倉 理代，三並 智子，矢野 勇大，
米田 浩平，溝邉 倫子，村上 尚嗣，當別當洋平，
中川 貴文，陳 博敏，宮崎晋一郎，馬原啓太郎，
宮島 等，弓場健一郎，高橋 健文，岸 宏一，





































ろ，CT にて S５／６領域に４cm の腫瘤影を認め，肝転移
再発疑いで２０１０年５月入院となった。慢性 B 型肝炎の
既往があり，CT では被膜を伴い，内部は high-low
pattern を示す HCC パターンであった。MRI では T１で
low intensity，T２で high intensity であった。EOB-MRI
動脈相，門脈相では iso intensity，肝細胞相では腫瘍内
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３４．頭部 MRI 検査にて多発性病変を認めた Churg-Strauss
症候群の一例
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数名の IPF 患者に使用している。その中で，VC が経時
的に改善した症例の経過を述べる。患者は，５９歳男性で
主訴の労作時呼吸困難を２００８年頃から自覚していたが，
２００９年３月頃より労作時呼吸困難が強増強し（H-J Ⅳ），
近医を受診。胸部 CT 画像検査にて間質性の陰影を認め
たため当科紹介受診し，特発性肺線維症と診断された。
２００９年４月１０日からピレスパの６００mg／day 内服を開始，
徐々に増量し１８００mg／day で維持された。開始時の呼吸
機能検査で VC：３．０２L（％VC＝８４．２％）であったのが
２０１０年４月では VC：３．３７L（％VC＝９６．６％）と約１０％
の改善を認めた。このように肺機能の改善が得られた症
例は貴重であり，他にも経年的な肺機能低下の抑制効果
が得られた症例を経験した。これまでに当院でピレスパ
を使用した全症例について画像，症状，肺機能の推移，
またその効果や安全性につき，まとめて報告する。
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